
魚 類 防 疫 対 策 事 業

【目 的】

養殖業における魚病発生は､種苗輸入等に伴 う海外か

らの魚病侵入､国内種苗移動の広域化等により､大規模

化､広域化､複雑化する傾向にあ り､国内の防疫体制の

確立が必要となっている｡

また､魚病対策 としての医薬品投与が食品の安全性確

保の観点から適正に行われることを目的とする｡

1.魚類防疫推進事業

(1) 疾病検査

① ･②疾病検査 ･巡回指導

定期的な疾病検査による養殖場の防疫監視､魚

病被害 ･水産用医薬品使用状況把握､養殖漁家等

への疾病について適切な予防 ･治療方法等に関す

る防疫対策指導の一環として特定の病原体をもた

ない種苗を放流 ･流通 させるための検査 ･防疫対

策を実施する｡

(2) 水産動物防疫会議

①防疫対策会議

国内防疫体制推進のため中央防疫会議に､近県

防疫体制検討のため地域合同検討会に参加 し､県

内においては県内防疫対策会議を開催する｡

②水産動物防疫講習会

県内増養殖業者を対象に魚病関係情報を提供 し､

魚病被害の軽減を図る｡

(3) 魚病診断技術対策

①魚病診断技術研修

持続的養殖生産確保法にある特定疾病等の診断

技術を研修する｡

(4) 緊急魚病発生対策

疾病被害が懸念 される場合及び他への感染により

重大な被害が予想 される疾病が懸念される場合､届

け出るよう指導 し､疾病検査及び診断を行 うととも

に､必要な防疫対策を講 じ､疾病の伝播防止に努め

る｡ なお､特定疾病の発生が疑われた場合は､速や

かに確定診断を行 うとともに､種苗等の移動状況､

池毎の放養数､死亡数､管理状況及び発生が疑われ

た養殖場周辺における養殖の現況等の把握に努め､

必要に応 じて周辺養殖場を対象とした疾病検査 を行

う｡ その概要については水産庁へ通報 し､特別対策

の実施についてあらかじめ協議する｡

2.養殖生産物安全対策

魚病の発生 ･伝播の防止､魚病被害の軽減を図るた

め及び養殖物の食品としての安全性を確保するため､
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医薬品適正使用指導､医薬品適正使用指導実態調査を

実施する｡

【方 法】

本事業は魚類防疫体制推進整備事業 (国庫)実施要領

に基づいて実施 した｡

1.魚類防疫推進事業

(1) 疾病検査

① ･②疾病検査 ･巡回指導

巡回 した養殖場 において病魚 ･種苗を採集 し､

氷冷 し活魚輸送した｡病死魚は氷冷 して輸送した｡

IHN･IPN･ヘルペスウイルス検査は培養細

胞を使用 し､15℃で培養 した｡冷水病検査は改変

サイ トファーガ培地等を使用 し､15℃又は18℃で

数 日間培養 し､出現 した黄色コロニーを採取 し､

スライ ド凝集法又は蛍光抗体法で冷水病菌 と同定

した｡せっそう病の検査はTSA培地により､B

KDは蛍光抗体法により行った｡

(2) 緊急魚病発生対策

養殖者等から連絡があ り､被害が懸念される疾病

について緊急に検査 し､投薬 ･処置または蔓延防止

対策を講 じた｡

2.養殖生産物安全対策

(1) 医薬品適正使用指導

魚病発生時等に魚病検査 ･薬剤感受性試験を実施

し､有効な薬剤の投与指導を行った｡

(2) 医薬品適正使用指導実態調査

平成13年2月22日に内水面養殖者90経営体にアン

ケー ト調査を実施 した｡

【結果及び考察】

1.魚類防疫推進事業

(1) 疾病検査

① ･②疾病検査 ･巡回指導

検査時期 対象魚種 対象疾病

H12.4.4--

H12.4.7--

H12.4.10-′

H12.4.ll-

H12.4.13-

H12.4.14-

H12.4.18--
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イ珊 8)稚魚 IHN･ig ･へJhoス･BKD･冷水病

アユ榊稚魚 冷水病

サクラマス(5)稚魚

アユ(60)稚魚

アユ(60)稚魚

アユ660)稚魚

アユ佃稚魚

冷水病

冷水病

冷水病､ビブリオ病

冷水病

冷水病



H12.4.18-

H12.4.19-

H12.4.20-

H12.4.27-

H12.5.トー

H12.5.2--

H12.5.16､

H12.5.25--

H12.5.25､

H12.6.20--

H12.6.26､

H12.7.4･､

H12.7.4--

H12.7.8--

H12.7.8､

H12.7.21-

H12.7.28-

H12.8.1--

H12.8.ll--

H12.8.17-

H12.8.24--

H12.9.8--

H12.10.2--

H12.10.4--

H12.10.25､

H12.ll.T-

アユ糾稚魚 冷水病

アユ稚魚660) 冷水病

サクラマス稚魚個 冷水病､細菌性鯉病､セッソウ病

アユ稚魚(12)
アユ稚魚榊+660)

アユ稚魚(2)

71#A(10)

ニジマス1+(3)

イワナ1+(4)

やメ稚魚(5)

アユ稚魚(2)

河川アユ(4)

ヒメマス(60)

佃1+(1)､サ佃ス1+(1)

イワナ親(2)

アユ稚魚(2)

アユ稚魚(3)

アユ稚魚(2)

アユ稚魚(2)

ナマスやo+1

河川アユ(2)

河川アユ(3)

イワナ3+(2)

溜池コイ(1)

ヒメマス親魚(40)

ナマスや1+(3)

H12.12.21- アユ稚魚(60)

H12.12.21- 71#&(60)

H12.12.22- アユ稚魚榊

H12.12.28- アユ稚魚(60)+(60)

H13.1.4--

H13.1.17--

H13.2.1-

H13.2.9-

H13.2.9J-

H13.2.26--

H13.2.26--

H13.3.7--

H13.3.8--

H13.3.9-

H13.3.23--

H13.3.30-

アユ稚魚(60)

アユ稚魚(8)

1マメ稚魚(13)+(13)

サケ稚魚(4)

アユ稚魚(2)

アユ稚魚(60)

アユ稚魚(1)

サケ椎(10)

アユ稚魚(60)

サケ稚魚(10)

サクラマス1+(1)

71(12)

冷水病､細菌性鯉病

冷水病､冷水病

冷水病､ビ7やリオ病

冷水病､ビ7やリオ病､細菌性紙病

IHN､冷水病､ビブリオ病

IHN,IPN,冷水病

IHNJPN､冷水病､セッソウ病

冷水病､ビ7やリオ病

冷水病

IHN,IPN,ヘルへ○ス､冷水病､BKD

セッソウ病､冷水病､

セッソウ病､冷水病

ビブリオ病､冷水病

冷水病

ビブリオ病､冷水病

ヒ寸デリオ病､冷水病

タやクチロキ1'ルス､トリコシ○ナ､シュードモナス病

ビ7やリオ病､冷水病

ビブリオ病､冷水病

セッソウ病､冷水病

細菌性鯉病､シュードモナス病

IHN,IPN,ヘルへ○ス､冷水病､BKD

シュードモナス痛､細菌性食思病

冷水病

冷水病

冷水病

冷水病

冷水病

ビ7やリオ病､冷水病､細菌性鯉病

セッソウ病､冷水病

冷水病

冷水病

冷水病

冷水病

トリコシやナ症､細菌性鯉病､冷水病

冷水病

細菌性鯉病､冷水病

冷水病

冷水病､運動性エロモナス症

下線部は陽性個体が出現 したことを示 している｡

検査結果に基づき投薬 ･処置 ･防疫対策を伝達 し

た｡

今回の調査では IPN及びIHNウイルスがそ

れぞれ1経営体で確認された｡顕著な症状や激 しい

へい死は確認できなかったが､今後 も注視 してい

く疾病 と考えられた｡また､本年はアユの冷水病

について出荷時から病原菌保有検査を実施 してお

り､30検体中10検体で冷水病原因菌が確認された｡

発病にいたっていないものもあるが､サケ･マス類

の冷水病と併せて発生動向に注目する必要がある｡

(2) 水産動物防疫会議

① 防疫対策会議

(a) 中央防疫対策会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

12.7 .26 東京都 水産庁

水産研究所

魚類防疫センター

各道県魚病担当者

VHS関連事項

12.10.30 東京都 同上 魚病対策センダー事業

独立行政法人

ヒラメVHS対策

魚類防疫員任命状況

13.3.6 東京都 同上 魚病被害等調査

魚介類疾病調査

11年度魚類防疫センター事

業地域合同検討会

13年度魚病関係予算要

求

(b) 県内防疫対策会議

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

12.3.21 男鹿市 内水面養殖業者 冷水病対策

水産漁港課 12年度事業経過

水産振興センター 13年度事業計画

(C) 地域合同検討会

年月日 開催場所 主な構成員 主な議題

12.10.30福島市 北海道 ･新潟

-31 東北6県

合同検討会の目的方向

性

各道県の魚病発生状況

各道県の魚病関連事業

の取 り組み

各道県の魚病研究の紹

介
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②水産動物防疫講習会

(a) 魚類防疫講習会

年月日 開催場所 対象者

(人数)

内 容

13.3.21 男鹿市 マス類

養殖者

11名

魚病発生状況

水産用医薬品

内水面試験池の状況

(3) 魚病診断技術対策

(a) 魚病診断技術研修

年月日 開催場所 参加人数 内 容

該当なし

(4) 緊急魚病発生対策

① 緊急魚病発生対策

(a) 緊急魚痛発生対策の内容

養殖者から連絡があり､被害が懸念される疾病

について緊急に検討 し､投薬等の処置や蔓延防止

対策を講 じた｡

12年度の内水面における診断件数は54件で､

魚種別ではアユが最 も多 く22件､次いでイワナ

が4件であった｡疾病別では､病原体を確認 した

ものが全体で23件で､うち冷水病が14件 と最 も

多 く､次いでセッソウ痛が3件､また､冷水病と

他の疾病を併発 したものが3件であった (表 1

参照)｡

② 特別対策

実施 しなかった｡

表 1 魚種別疾病別診断件数 (平成12年 4月～平成13年 3月31日現在)

魚 種疾 病 名 内 水 面 計ニジマス イワナ ヤマメ サクラマス ヒメマス サ ケ

ア ユ ナマズⅠ P N 1 1

ⅠHN . 冷 水 病 1

1せ つ そ う 病 2 1

3細菌性鯉病.冷水病

1 1細 菌 性 鯉

病 1 1BKD.冷 水 病 1 1

冷 水 病




